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Abstract
　 Distribution of six islet biased plants was studied in Nagasaki Prefecture, southwestern 
Japan. Six islet biased plants which have a distribution biased to islets and are found at 
few localities on the main islands, are Bauhinia japonica (Leguminosae), Carex 
matsumurae (Cyperaceae), Livistona chinensis var. subglobosa (Palmae), Paracyclea 
insularis (Menispermaceae), Pseudolysimachion sieboldianum (Scrophulariaceae), Smilax 
bracteata (Liliaceae). Most frequent occurrence of these plants was in Oshima, followed by 
Meshima. These islets are in the Danjo Islands which are located in the East China Sea, 
about 170km west of the Kyushu mainland.

Key words：distribution, islet biased plant, Nagasaki Prefecture, subtropical plant

はじめに
　島嶼の生物については Darwin（1859）以来，固有種と種分化の問題から，Macarthur & 
Wilson（1967）や van Balgooy（1969）をはじめとする島面積と種多様性の関係や侵入と定
着など，いろいろな課題があり，「島の生物地理学」として多くの研究がなされてきた。日
本においても木元（1979），伊藤（1994），小野（1994）で代表されるそれぞれの著者らの
研究が行われてきたが，それらの多くは海洋島における研究で，大陸島における研究は木
元（1979），Itow（1984）など限られており，植物相については区系植物地理学に関する古
典的な研究があるのみであった。筆者は 1990-1992 年に行われた長崎県自然保護課によって
企画された無人島調査（長崎県無人島調査委員会編 1993）に参加したのをきっかけに，そ
の後も機会あるごとに無人島を訪れ，2007 年には長崎大学環境科学部が主体となった「大
村湾における体験型観光の拠点化による産業振興，雇用創出方策に関する調査」では，大
村湾内の 14 の無人島を調査した。さらに最近は積極的に未調査の島嶼を毎年数島以上調査
しており，これまで 150 以上の島嶼を調査してきた。
　一方、筆者は古くから知られていた九州西部に亜熱帯性の植物が多く分布していること
を詳しく調べ，「九州西廻り分布型」植物を明らかにした（中西 1996）。それらの研究を基に，
筆者は九州北部には本土側にごくまれな植物が，島嶼部には多く分布しているものがあり，
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それらの分布を明らかにし，面積が１km2以下の島に生育地の50%以上がみられる植物を「島
嶼偏在植物（islet biased plants）」とよんだ（中西 2010）。その例として，ハカマカズラ
Bauhinia japonica，キノクニスゲ Carex matsumurae，ビロウ Livistona chinensis var. 
subglobosa，ミヤコジマツヅラフジ Paracyclea insularis，サツマサンキライ Smilax 
bracteata をあげている。本研究は，それらの植物に加え，同じような分布傾向を示すハマ
トラノオ Pseudolysimachion sieboldianum の 6 種について，その後得られた資料も含めて，
長崎県における詳細な分布を明らかにすることを目的としたものである。

方　法
　これまで訪れた島嶼部の調査結果（中西 1993；1996 など）と，一部外山（1980）を引用し，
6 種の分布図を作成し，その産地をすべて記述した。島の面積は長崎県の統計
（http://www.pref.nagasaki.jp/toukeidb/jyouhu.koukai）から得た資料を引用した。また，
全国の島の数については，国土交通省離島振興対策実施地域一覧（http://www. 
mlit.go.jp/crd/chirit/keikaku,html）を引用した。生育地が陸けい島の場合は，植生が隔離
状態にあるため島とみなした。この場合面積は，国土地理院 2 万 5 千分の 1 地形図から島
の部分を方眼紙に写し取り求めた。

地理的概要
　長崎県の島の数は，971 島で，全国都道府県の中で最も多く，第 2 位の鹿児島県の 605 島
と大きな差がある。また，これらの島々は，北は対馬の北端の三つ島から南は男女群島女
島まで，距離にして約 300 km，東は島原市の東端から西は男女群島の西にある鳥島まで約
200 kmの範囲にあり，九州本土に相当する地理的広がりの中に散在している。
　福岡管区気象台（1964）の九州の気候区分では，長崎県の多くは鹿児島県薩摩半島から
熊本県西部と同じ「西海型」に入り，年平均気温 16－17℃，1 月の平均気温６℃以上，年
間降水量は 2000mm を越える。特に島嶼部では対馬暖流の影響を強く受け，冬は暖かい。
壱岐・対馬は「日本海型」に入り，年平均気温 15－16℃，1 月の平均気温６℃以下，年間
降水量は 1600mm前後である。

結　果
１．ハカマカズラ Bauhinia japonica Maxim.
　　（マメ科）
　琉球列島から九州，四国南部，紀伊半島南部に
分布する常緑のつる性木本植物である。ふつう海
岸林を被っているが，まれには照葉樹林の中に生
育して，高木層まで伸びて，林冠を被っているこ
ともある。
　県南部の島嶼に点々と分布しており，外洋の島
嶼に限らず，大村湾内にある大村市臼島や，島原
半島沖の雲仙市南串山町児島や南島原市加津佐町
の陸けい島である岩戸山にも見られる（Fig. 1）。 Fig. 1. Distribution of Bauhinia japonica.
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しかし、島嶼偏在植物が多い男女群島には見られない。平戸市下阿値賀島は九州の北限である。
【産地】：平戸市［下阿値賀島］，佐世保市［下島］，西海市［大小島］，大村市［臼島］，長崎市［弁
天島，中島，野島，神楽島］，南島原市［岩戸山］，雲仙市［児島］，南松浦郡新上五島町［竹の子島，
相の島］，五島市［黄島］

２．キノクニスゲCarex matsumurae Franch.（カヤツリグサ科）
　タブ林などの沿岸照葉樹林の林床や林縁部に生
育する多年生草本である。本種は鹿児島県トカラ
列島から日本海側では富山県，太平洋側では愛知
県まで分布する（中西 2010）。県内では男女群島
と本土に近い島嶼部に分布し，大村湾の自然度が
比較的高い３つの無人島にも生育している（Fig. 
2）。しかし，五島列島周辺の島嶼や，緯度的に生
育できる可能性のある対馬周辺の島嶼部には発見
されていない。平戸市では平戸瀬戸にある黒子島
とその対岸の平戸城内にもあり，一つの繋がった
分布域と考えられるし，大村湾は今から約 9,000
年前に海水が流入したものであり（松岡 2004），湾内の３つの島の生育地も一つの分布域で
あると考えられる。したがって，現在の生育地は遺存的なものと思われる。
【産地】：壱岐市［壱岐島（初瀬）］，松浦市［魚固島］，平戸市［黒子島，平戸島（岩ノ上町）］，
大村市［臼島］，時津町［黒島，鷹島］，長崎市［権現山］，五島市［男島，女島］

３．ビロウ Livistona chinensis（N.J.Jacq.）R.Br. ex Martius var. subglobosa（Hassk.）
 　  Martius（ヤシ科）
　台湾の一部と琉球列島，九州，四国南西部に分布する常緑高木である。県内では平戸市
黒子島を除くと，外洋にある島嶼部に分布している（Fig. 3）。平戸市内や平戸島対岸の田
平町（現平戸市）にも生育地が知られているが，これらは人為的にもちこまれた可能性が
強い。上五島町有川の海童神社の社叢林は，小さ
い岬にあり，かつて植栽されたビロウから今は多
数の個体が繁茂している。ビロウは種子から容易
に繁殖することができるので，条件が揃えば比較
的短期間で群落を形成することが可能である。黒
子島はタブ林の林下に多数生育するが，高木層に
達するものはない。黒子島は全体が社叢林となっ
ており，漁民が古く阿値賀島から移植した可能性
も否定できない。
【産地】：平戸市［黒子島，上阿値賀島，下阿値賀島］，
長崎市［大蟇島］，北松浦郡小値賀町［美良島］，
南松浦郡新上五島町［相の島］，五島市［男島，女島］

Fig. 3. Distribution of Livistona chinensis var. 
　　　subglobosa.

Fig. 2. Distriubtion of Carex matsumurae.
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４．ミヤコジマツヅラフジ Paracyclea insularis （Makino）Kudo et Yamamoto
　　（ツヅラフジ科）
　台湾，琉球列島，九州，本州西部，紀伊半島に分布する常緑のつる植物である。本県で
は比較的多くの産地があり，対馬を除く各地の島嶼部に分布している（Fig. 4）。他の島嶼
偏在植物と異なり，風衝地の海岸林よりは，谷に面した林縁部の方が旺盛に繁茂する傾向
があり，長崎市野母崎町権現山では谷の林縁に多いし、壱岐市若宮島や長崎市香焼島など
の生育地も海岸に面していない。
【産地】：壱岐市［若宮島，壱岐島（初山）］，松浦市［魚固島，鷹島，黒島］，平戸市［上阿値賀島，
下阿値賀島，二神島，頭島，高島］，佐世保市［黒島，高島，宇久島（平郷），前子島］，西海市［平
島］，長崎市［権現山，香焼島，大ひき島］，北松浦郡小値賀町［美良島、赤島］，南松浦郡
新上五島町［相の島］，五島市［赤島、男島］

５．ハマトラノオ Pseudolysimachion sieboldianum (Miq.) Yamazaki（ゴマノハグサ科）
　海岸崖地に生育する多年草である。琉球列島から甑島を経て，五島列島まで分布する。
琉球列島でも五島列島でも生育地は限られた少数の島だけである。長崎県では男女群島と
五島列島北部の北松浦郡小値賀町美良島と五島市嵯峨の島のみである（Fig. 5）。外山
（1980）は五島市玉之浦町頓泊に記録しているが，現在は知られていない。
【産地】：北松浦郡小値賀町［美良島］，五島市［嵯峨の島，男島，女島］

６．サツマサンキライ Smilax bracteata C. Presl（ユリ科）
　東南アジアから琉球列島，九州南部を経て，長崎県まで分布する常緑のつる植物である。
沿岸部の林縁に生育し，マント群落を形成しているか，あるいは海岸低木林を被って生育
する。本土側の島嶼では産地が少なく，五島列島には比較的多くの産地がある。崎戸島，
奈留島，平島などは有人島であり，面積もそれほど小さくはないが，サツマサンキライは
それらの島の各所に生育している（Fig. 6）。島嶼偏在植物の中では人為の影響に一番強い
植物と考えられる。佐世保市黒島が本種の北限である。ここのものは葉が丸く，ハマサル
トリイバラとされてきた（外山 1980）が，誤りであることがわかった。
【産地】：佐世保市［黒島］，西海市［蛎浦島，崎戸島，平島］，南島原市［岩戸山］，長崎市［伊王島，

Fig. 5. Distribution of Pseudolysimachion 
　　　 sieboldianum.

Fig. 4. Distribution of Parachyclea insularis.
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神楽島，大ひき島］，五島市［奈留島（鈴ノ浦，鼠島、船廻），福江島（下大津町，富江町田ノ江），
椛島（本窯）、黄島，ツブラ島，大板部島，女島，男島，］

2 種以上出現する島
　島嶼偏在植物６種のうち，２種以上が生育し
ている島の名前，面積，定住者の有無，種名を
Table１に示した。島嶼偏在植物が最も多く生育
している島は男女群島の男島，次いで女島であっ
た。３種以上が生育している島は合計６島あり，
いずれも無人島であった。２種以上生育してい
る島は 16 島で，面積が１ km2 未満の島が 10 島
であり，無人島が 12 島であった。

考　察
　長崎県内の島嶼偏在植物６種の分布を調べた結果，本土から一番離れた男女群島に多く
生育していた。これは男女群島が東シナ海のまっただ中に位置するため，島嶼偏在植物が
存在する条件（中西 2010）が揃っているからであると考えられる。すなわち，冬期の気温
が暖かいこと，人為の影響が他の島嶼より少ないこと，台風などの影響を直接受け，定期
的に森林が中規模の攪乱を受けているためであると考えられる。また 3 種以上が生育する
島は，同じように無人島で本島からの最短距離を測定すると，いずれも４km 以上離れてい
る島嶼であった。男女群島に次いで，それらの条件が揃っていると考えられる。これら６
種の島嶼偏在植物はキノクニスゲとミヤコジマツヅラフジを除くと，分布の北限線が長崎
県にあり，分布条件として冬の寒さが関係している。３種以上生育している島は，本土側
に比べて，対馬暖流の影響を受け，冬の寒さが同緯度の本土側よりそれだけ暖かいと考え
られる。

Fig. 6. Distribution of Smilax bracteata.

Table 1. Distribution of  islet biased plants found on more than two islets
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